
　令和3年10月13日（水）ホテルプラ
ムで開催された情報交換会は、県連

　令和 3 年 10 月 12 日相模原法人会
館に於いて「署長を囲む座談会」を
女性部会、青年部会合同で行いまし
た。例年、署長による講演会と懇親
会の二部構成で行われ、相模原税務
署幹部の皆さまと親しく交流できる
貴重な機会となっていましたが、新
型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、昨年度に引き続き懇親会は行わ
ず講演会のみの実施となりました。
　高岡典彦署長は国税庁で国際企画

コロナ禍での活動についてテーブルディスカッションコロナ禍での活動についてテーブルディスカッション

ー 税のグローバルについて学ぶ ーー 税のグローバルについて学ぶ ーー 税のグローバルについて学ぶ ー

　11月16日(火）経営研修委員会主催
で研修会を開催致しました。
　講師は当青年部会メンバーのはし
もと接骨院総院長であり、NPO法人
日本電気治療協会理事長の羽田野龍
丈氏をお招きし、講演のテーマは「従
業員の肩こり、腰痛、ストレスであな

カギはインナーマッスル！

　新型コロナウイルス感染症によ
り、昨年度に開催が中止となった島
根法人会青年部会の方々からの意
志を引き継ぎ、令和3年11月25日、26
日に第35回法人会全国青年の集い
佐賀大会が開催されました。
　今回はコロナ禍に、何とか開催す
ることが出来ましたが、部会長のみ
出席という規制の中、ルールを守り
大変すばらしい大会式典、記念公演
会に出席をすることが出来て大変
勉強になりました。佐賀法人会の
方々の全国大会にかける熱い思い
が伝わりました。
　また、租税教育活動プレゼンテー
ションでは、神奈川県から大和法人
会がプレゼンをしました。〖税金ビ
ンゴ〗という子供から大人まで幅
広く楽しめて、税についての基礎知

コロナ禍に、ようやく開催

徹底した感染症対策で 新年会開催 ! !

識を楽しみながら記
憶に残るツールを発
表しましたが残念な
がら僅差で賞は頂け
ませんでした。選抜さ
れた、全国11単位会、
どのプレゼンも甲乙
つけがたい素晴らし
い発表でした。大賞は
開催地である佐賀法
人会の〖税金を通して佐賀の未来
を考えよう～もしも私が佐賀県知
事だったら〗というプレゼンで、素
晴らしい租税教育活動を見させて
いただきました。
　今回から始動した〖健康経営大
賞〗プレゼンも選抜された企業、部
会員についてもとても素晴らしい
活動内容と報告を頂きました。

　去る1月18日に新年会を開催致
しました。コロナ禍において、開催
中止を考えましたが、青年部会と
しては、部会員メンバーの交流か
ら経済の発展を図って行きたいと

　次回は沖縄大会になります。とて
も魅力が溢れている開催地でもあ
ります。新型コロナウイルスとの最
善なる付き合い方が確立して、相模
原法人会青年部会の皆様と全国大
会を楽しめたら幸いと感じており
ます。

青年部会長　松田桂吾

全国青年の集い当日の様子

いう想いから、新年会を開催いた
しました。
　新型コロナウイルス感染症対策
といたしまして、マスク会食や手
指等のアルコール消毒、体温測定

を実施して、徹底した感染症対策
の元に行いました。
　オブザーバーとしてご参加いた
だいた方からも青年部会入会の意
思とご挨拶を頂きました。青年部
会ＯＢ、オブザーバー、部会員含め
35名と多くの方々にご参加いただ
き、情報交換や意見交換、またレク
レーション等を行い、有意義な新
年会となりました。
　多くの方々と、対面でお会いす
る事が出来にくいこの時期に、新
年会を執り行うことが出来たのは
大変貴重な時間であり、今後の法
人会活動や参加者企業の発展に繋
がっていければよいと思います。
ありがとうございました。

交流委員会 委員長　今岡俊二

オンライン参加併用開催

部会員メンバーの交流から、今後の経済の発展を目指して

佐賀市で５００人が交流・研鑽に励む

女性部会・青年部会合同実施 「署長を囲む座談会」

束し、皆さまと親睦を深めることが
できることを心より願っています。

副部会長　岡田耕次郎

青年部会連絡協議会の中心的な事業
のひとつで、毎年1回、県下18単位会

の青年部会のメンバーが集
まり、各単位会の活動や課
題などにつき意見交換する
ものです。
　今年はオンライン参加を
併用して開催され、「健康経
営について」、「コロナ禍で
の青年部会活動について」
のテーマでテーブルディス

カッションを行いました。
　コロナ禍で活動が制限されるなか、
どの単位会も工夫を凝らして多様な
活動をしていることに感銘を受ける
とともに、当会の活動に対しても高
い評価をいただき、事業に対する客
観的な意見を得られる貴重な機会と
なりました。

副部会長　岡田耕次郎

官を歴任されていたこともあり「税
と国境～国家間の競争から協調へ
～」という国際的なテーマでお話し
いただきました。グローバル化が進
み、税源を巡る国家間の争奪戦や、
租税回避地に税収が奪われるなどの
問題が発生する中で、国際社会が協
力し新しい国際課税ルール作成の動
きがあることなど、視野の広い話を
お聞きすることができました。来年
こそ新型コロナウイルス感染症が収

たの会社は◯◯◯円損してる!!～簡
単に生産性を上げちゃう方法～」と
題して30代、40代を中心とする青年
部会において、日頃の腰痛、肩こり、
関節痛などに向き合い、どうすれば
改善するかなどを学びました。
　その中でインナーマッスルを鍛え
ることが重要だと教わり、たった数
分のエクササイズで、首や腰がびっ
くりするほど曲がるようになり、参

加者一同、驚きの声が上がりました。
普段、鍛えることのない筋肉なので
実際に日々、意識して鍛えていくこ
とで体はだいぶ楽になることを実感
できました。日々、自分の体を労り、
定期的なエクササイズの実践が健康
でイキイキと過ごしていける秘訣だ
と知ることができました。

経営研修委員会 副委員長 廣川知典

法人会全国青年の集い佐賀大会第35回

わかりやすく丁寧に話す高岡署長
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